
平成２９年度豊明市保健センター運営協議会 会議要旨

開会時期 平成２９年５月１９日（金）午後１時３０分

開会場所 豊明市保健センター

出席委員

欠席委員

石川幸治 坂上充志 三浦英樹 穂積宏一 太田満

神谷鉞美 大野香代子 坪野順司

青山佳代

出席職員 健康福祉部長・藤井 健康推進課長・二宮

課長補佐兼健康健診担当係長・川原 おやこ応援担当係長・松村 

○定刻に議会を開会。

審議経過

（課 長） （協議会開催の宣言）

（副市長） （協議会への参加及び日頃の当市保健事業及び市政への協力お礼と、今後もご協力いた

だきたい旨のあいさつ）

（課 長） （29・30年度の 2か年にわたる各委員に委嘱状を交付。）
（委員と事務局員の紹介は次席表にかえる。）

（傍聴者なしの報告。）

（委員長の選任に入り、規則で委員の互選によりことを伝える。石川委員の推薦の声が

あり、他の委員から拍手あり。委員長に石川委員を選出。）

委員長 （石川委員が委員長就任の挨拶を行う。）

審議内容

委員長

事務局

それでは次第に従い議事に入ります。議題（１）の平成２８年度事業報告及び平成２９

年度事業計画（案）を議題とします。各事業を一括説明させ、その後質問を受けること

とし、一括して承認を諮ります。事務局の説明をお願いいたします。

変更点など主だった内容のみ説明

予防接種事業

・３種混合ワクチン終了、高齢者肺炎球菌

母子保健事業（切れ目のない支援～ネウボラの推進）

・養育支援訪問（家事・育児援助）

・産後ケア事業（宿泊型）

・２歳３か月歯科健診

・ままさぽ事業

・小児保健地域連携推進連絡会

・ロタウイルスワクチン費用助成



成人保健事業

・やさしい腎臓教室（CKD対策）
・胃がん検診（内視鏡の導入）

・節目歯科健診

・食生活改善推進員の養成

・とよあけ健康マイレージ事業

・民間との連携事業

・特定健診の申し込み方法の簡素化と重症化予防の取り組み

（説明終了）

委員長

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

説明が終わりました。委員からのご質問、ご意見をお受けいたします。ご意見はありま

せんか。

高齢者肺炎球菌予防接種は、過去に接種した人は対象外であるが、自己申告での確認で

よいのか。

予診票には、過去の接種について問う項目があり、それにて確認いただく。以前に市が

助成し接種した対象者には個人通知を実施していない。

２８年度対象者が２９年度接種のため来院された。予診票には２８年度と記載する

だけでなく、用紙の色を年度ごとで変更できないのか。

法律により、用紙の色は指定されている。色の濃淡や印字する字の色を変更するなど、

わかりやすい予診票に変更していきたい。３１年度からは、対象 65歳のみになる。

胃がん検診（内視鏡）の検査の対象者について、正しく市民に周知してはどうか。

ポスターを訂正し、正しく周知します。

利用支援事業の母子保健型の説明と小児保健地域推進連絡会の目指すところを聞きたい。

保健センターでの事業を指している。妊娠期においては、医療機関のかかわりが中心で

あるが、地域での受け皿を明確に示した。ケースにおいて、関係機関のつなぎや、サー

ビスを受ける市民にとってさらに分かりやすく情報を発信し見える化をしている。個の

ケース支援にとどまることなく、地域の課題として体制作りにも取り組んでいかなけれ

ばならない。

その一つに、市内の小児科医師と必要なケースについて連携している。



委員長

事務局

委員

事務局

委員長

委員長

委員長

事務局

発達相談は、広く市民に周知している事業なのか。年齢の範囲は？

広く市民に周知はしていない。主に健診の事後教室である「なかよし教室」で参加され

ている子どもさんが対象。

担当地区の保健師から保護者へ働きかけ、希望があった場合に行われる相談である。

児童福祉課でも「けやき相談」の名称で、発達相談を実施している。対象者のすみわけと

して保健センターでは年齢を未就園児としている。

災害時看護師等専門ボランティア研修会の内容はどのようなものか。登録者数は。

防災防犯対策室が実施する訓練にあわせて実施。主はトリアージの実践であった。実践を踏

まえ、今後の課題が明確になった。29 年度の研修会に反映させていきたい。登録者数は５
４人である。

他にご質問、ご意見はありますか。（挙手する委員なし。）

ご意見もないようですので、お諮りいたします。議題（１）の平成２８年度事業報告及

び平成２９年度事業計画（案）を原案どおり承認することとしてよろしいか。

（異議なしと声あり。）

ご異議もないようですので、原案の通り承認いただきました。続いて議題（２）

その他を議題といたします。

豊明市保健センター運営協議会の公開等に関する取扱要領にもとづき、本会議

要旨をホームページに掲載する。

委員長 他にご意見はありますか。（挙手する委員なし。）

ないようですので、以上を持ちまして本日の運営協議会を終了いたします。



説明が終わりました。委員からのご質問、ご意見をお受けいたします。ご意見はありませんか。

高齢者肺炎球菌予防接種は、過去に接種した人は対象外であるが、自己申告での確認でよいのか。

予診票には、過去の接種について問う項目があり、それにて確認いただく。以前に市が助成し接

種した対象者には個人通知を実施していない。

用紙の色を年度ごとで変更できないのか。

法律により、用紙の色は指定されている。色の濃淡や印字する字の色を変更するなど、わかりや

すい予診票に変更していきたい。３１年度からは、６５歳のみ対象になる。

利用支援事業の母子保健型の説明と小児保健地域推進連絡会の目指すところを聞きたい。

保健センターでの事業を指している。が妊娠期においては医療機関のかかわりが中心であるが、

地域での受け皿を明確に示した。ケースにおいて、関係機関の

にとってさらに分かりやすく情報を発信し見える化をしている。個のケース支援にとどまること

なく、地域の課題として体制作りにも取り組んでいかなければならない。

その一つに、市内の小児科医師と必要なケースについて連携している。

発達相談は、広く市民に周知している事業なのか。年齢の範囲は？

広く市民に周知はしていない。主に健診の事後教室である「なかよし教室」で参加されている

子どもさんについて保健師から保護者へ働きかけ、希望があった場合に行われる相談である。

児童福祉課でも「けやき相談」の名称で、発達相談を実施している。年齢のすみわけとして

未就園児を対象にしている。

災害時看護師等専門ボランティア研修会の内容はどのようなものか。登録者数は。

総務防災課が実施する訓練にあわせて実施。主はトリアージの実践であった。課題もみえており、
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ほかにご質問、ご意見はありますか。（挙手する委員なし。）

ご意見もないようですので、お諮りいたします。議題（１）の平成２８年度事業報告及び平成２

ご異議もないようですので、原案の通り承認いただきました。続いて議題（２）

その他を議題といたします。


